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２

　３月30日の第１回市議会臨時会において、西　恵議員の議長辞職が許可されたことに伴い議

長選挙が行われ、議員15人の投票の結果、森　裕一議員が14票、鐙　邦夫議員が１票となり森

裕一議員が議長に就任しました。

　また、漆谷豊和議員の副議長辞職が許可されたことに伴い副議長選挙が行われ、投票の結

果、大宮　正議員が11票、門前　徹議員が３票となり大宮　正議員が副議長に就任しました。

(無効票１票)

　このほか、石川県後期高齢者医療広域連合議会議員に森　裕一議員が選出されました。

　このたび、議員各位の御推挙により、第14代議長に就任することになりました。

　議長としての職責を全うするべく、公平で円滑な議会運営に努めてまいります。

　現在、コロナ禍により市内経済は大きな打撃を受けており、その立て直しは急務です。

　執行部と議論をしながら、輪島市における安心と活力づくりに誠心誠意努力いたします。

　今後とも、市民の皆様方におかれましては、輪島市議会に対しなお一層の御理解を賜りますよう

心からお願い申し上げます。

議長に森　裕一議員、副議長に大宮　正議員

執行部と議論をしながら、
輪島市における安心と活力づくりに誠心誠意努力 議長 森　　裕一

　このたび、議員各位の御推挙により、第14代副議長に就任することになりました。

　これまでの経験を生かし、議長を支え、公平で円滑な議会運営に努めてまいります。

　執行部と市議会とが円滑な関係を構築するとともに「今、輪島のために何をなすべきか」を提案

し、市民の皆様のために全力で努めます。

　輪島市議会に対しまして、市民の皆様方の御支援と御協力を賜りますよう、心からお願いを申し

上げます。

「今、輪島のために何をなすべきか」を提案し、
市民の皆様のために全力で努める 副議長 大宮　　正



令和４年 第１回臨時会（３月30日）
～坂口  茂市長初登壇～

　ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議を全会一致で
可決。
　市長就任後初の議会となる坂口市長から、専決処分の承認に
係るもの１件、条例の改正に関するもの３件、人事案件２件が提
出され、いずれも承認、可決または同意となりました。

令和３年度補正予算額

一般会計
特別会計
企業会計
合　　計

229億1,815万8千円
85億7,292万7千円
89億2,887万7千円
404億1,996万2千円

補正後の予算額

3,000万0千円
0千円
0千円

3,000万0千円

今回補正額

228億8,815万8千円
85億7,292万7千円
89億2,887万7千円
403億8,996万2千円

補正前の予算額

専決処分（１件）

議案第41号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度輪島市一般会計補正予算（第10号））
歳入：繰入金　歳出：土木費(除排雪費)

人事関係（２件）

議案第45号

議案第46号

３

公平委員会委員選任につき同意を求めることについて

教育委員会委員任命につき同意を求めることについて
棟　信子 氏の選任に同意。

小川　正 氏、浦　一正 氏の任命に同意。

議会議案（１件）

議会議案第１号　ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議

条例（３件）

議案第42号

議案第43号

議案第44号

輪島市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について

市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部改正について

輪島市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

議 決 結 果
　

●上記のうち賛否が分かれた議案及び請願 その他の議案は全会一致で原案可決

議案番号 議決結果

自
民
わ

市

政

会

日
本
共
産
党

勇

気

市
民
派
一
馬
力

わ

無
会
派

会

玉
岡　
了
英 

椿
原　
正
洋 

大
宮　
　
正 

漆
谷　
豊
和 

森　
　
正
樹 

一
二
三
秀
仁 

西　
　
　
恵 

森　
　
裕
一

東
野　
秀
人

坂
本　
賢
治

上
平　
公
一

鐙　
　
邦
夫

下　
　
善
裕

門
前　
　
徹

古
坂　
祐
介

議案第44号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※○は賛成、×は反対です。議長(西　恵)は採決に加わりません。

一般職の職員の給与改定に伴い、輪島市議会の議員の期末手当の額を引き下げるもの。

一般職の職員の給与改定に伴い、市長、副市長及び教育長の期末手当の額を引き下げるもの。

令和３年人事院勧告に準じ、期末手当の額を引き下げるもの。

議　案　一　覧

議員全員と市長をはじめとする議場に出席して
いる職員は、ウクライナ国旗のワンポイントが
あるマスクを着用して審議に臨みました。



４

令和４年 第１回定例会（２月４日～２月22日）
令和４年度予算成立～梶 文秋市長、最後の定例会～

　２月４日から２月22日にかけて市議会定例会が開催されました。
　梶市長からは専決処分の承認に係るもの１件、予算案19件、条例の制定及び
改廃に関するもの15件、その他議案５件、合わせて40件が提出されました。
　提出された議案を審議し、いずれも承認、可決または同意となりました。
　最終日に西議長から退任される梶市長に対し、謝辞と花束が贈られました。

令和４年度当初予算額

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

6.8%

1.1%

1.4%

3.1%

△

△

△

前年度比差　引令和３年度

205億8,000万0千円

84億5,480万2千円

89億9,938万2千円

380億3,418万4千円

令和４年度

191億8,000万0千円

85億4,799万7千円

91億2,632万3千円

368億5,432万0千円

14億円

9,319万5千円

1億2,694万1千円

11億7,986万4千円

議場をバリアフリー改修しました。
本会議の日程は輪島市議会のホームページ
で御確認ください。

市議会を傍聴してみませんか。



５

主な当初予算の紹介主な当初予算の紹介

県立高等学校生徒通学支援事業

　輪島高校、門前高校にバス通学する
生徒の定期購入代金を補助（実質無料
化）

　除排雪機械オペレーターの人材確保
のため、本市の市道等の除雪を行う事
業者に大型特殊免許等の資格取得費用
を補助

スクールバス運行費

　愛のりバスの乗車料無料の対象を中
学生までから高校生までに拡充

　消防団員の報酬を年額報酬と出動報
酬に分類し拡充

事業費
450万円

事業費
7,323万円NEW 拡充

除雪機械オペレーター
育成支援事業費　　　

消防団員報酬

事業費
200万円

事業費
3,444万円NEW 拡充



6本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

代表質問 令和４年第１回定例会

他
の
質
問
項
目

　
　
　
今
回
、
報
酬
等
の
改
正
内
容

に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
改
正
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て

は
、
報
酬
を
年
額
報
酬
と
出
動
報
酬

に
分
類
し
、
基
本
的
に
国
の
基
準
及

び
交
付
税
単
価
を
既
に
上
回
っ
て
い

る
も
の
は
現
状
維
持
、
下
回
っ
て
い

る
も
の
は
引
き
上
げ
る
改
正
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
出
動
に
伴
う
経
費

を
措
置
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

団
員
の
年
額
報
酬
額
は
現
行
の
２
万

円
を
標
準
額
の
３
万
６
，
５
０
０
円

に
引
き
上
げ
、
団
長
、
副
分
団
長
、

部
長
、
班
長
の
４
階
級
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
付
税
単
価
を
基
に
２
，
５

０
０
円
か
ら
１
万
５
，
０
０
０
円
ま

で
の
範
囲
内
で
引
き
上
げ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
出
動
報
酬
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
防
御
を
伴
う
水
火
災
は
１
回

に
つ
き
３
，
５
０
０
円
と
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
改
正
案
で
は
、
災
害

や
捜
索
は
１
日
に
つ
き
標
準
額
の
８
，

０
０
０
円
、
４
時
間
未
満
の
場
合
で 

４
，
０
０
０
円
と
し
、
警
戒
や
車
両

点
検
な
ど
は
１
回
に
つ
き
２
，
５
０

０
円
を
１
日
に
つ
き
３
，５
０
０
円
、

４
時
間
未
満
の
場
合
で
２
，
５
０
０

円
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
次
に
、
出
動
に
伴
う
経
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
災
害
や
警
戒
の
際
、
本

市
の
特
別
職
の
費
用
弁
償
を
準
用
し
、

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
37
円
を
支

給
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
被
保
険
者
の
保
険
税
負
担
の

見
込
額
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
保
険
税
の
負
担
に
つ
き
ま
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
被
保
険

者
の
所
得
も
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
令
和
３
年
度
と
比

べ
、
１
人
当
た
り
の
平
均
で
約
５
％

減
の
年
額
８
万
４
４
２
円
、
１
世
帯

当
た
り
の
平
均
で
は
約
６
・
３
％
減

の
年
額
12
万
４
，
６
０
０
円
を
そ
れ

ぞ
れ
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
　
　
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
保

険
料
軽
減
措
置
の
制
度
の
詳
細
と
対

象
者
数
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
世
帯
ご
と
に
、
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
合
計
で
算
定
さ

れ
、
小
さ
な
お
子
様
で
あ
っ
て
も
一

人
一
人
に
均
等
割
が
課
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
ま
し
て
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児
を
対
象

に
均
等
割
の
半
分
を
軽
減
す
る
制
度

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
軽
減
に
必
要
な
財
源
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
国
が
２
分
の
１
、
都
道
府

県
と
市
町
村
が
４
分
の
１
ず
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

　
令
和
４
年
１
月
末
現
在
で
、
本
市

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
未
就

学
児
は
97
名
で
、
均
等
割
の
軽
減
に

必
要
と
な
る
額
は
年
間
約
１
２
４
万

円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
、
本
市
が
負

担
す
る
額
は
約
31
万
円
に
な
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

・
当
初
予
算
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
つ
い
て

・
第
２
次
輪
島
市
総
合
計
画(

後
期

　
基
本
計
画)

の
策
定
に
つ
い
て 

・
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

　
い
て 

・
国
の
こ
ど
も
家
庭
庁
の
新
設
に
つ

　
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
長

玉
岡

市
長

市
長

玉
岡

玉
岡 国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て

玉
岡
　
了
英 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

消
防
団
員
の
報
酬
等
に

つ
い
て
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一般質問 令和４年第１回定例会

　
　
　
令
和
２
年
度
の
運
用
実
績
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
・
分
析
し
て

お
ら
れ
る
か
お
答
え
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
89
億
円
を
定
期
預
金

及
び
通
知
預
金
に
よ
り
運
用
し
た
結

果
、
利
息
額
が
約
４
７
０
万
円
、
収

益
率
は
約
０
・
０
５
３
％
で
あ
り
、

運
用
実
績
の
評
価
・
分
析
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
お
む
ね
適
正
で
あ
っ
た

と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
定
期
預
金
以
外
の
安
全
資
産

を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
ご
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
国
債
証
券
等
に
よ
る

運
用
も
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
本
市
職
員
に
対
す
る
研
修
の

実
施
や
資
格
取
得
へ
の
支
援
、
資
産

の
購
入
方
法
や
運
用
戦
略
を
明
確
に

す
る
た
め
の
資
産
運
用
指
針
を
事
前

に
作
成
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
有
用
な
研
修
が
あ
り

ま
し
た
ら
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
、

資
格
取
得
へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
専
門
家
の
知
見
を
活
用
す
る
こ

と
で
代
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
、
具
体
的
に
明
文
化
し
た
資

金
運
用
指
針
を
作
成
し
、
そ
の
指
針

に
基
づ
き
、
来
年
度
か
ら
新
た
な
公

金
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

・
無
医
地
区
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

古
坂
　
祐
介 
議
員

無

所

属

会
派 

わ
じ
ま
無
会
派
の
会

他
の
質
問
項
目

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

会
計
管
理
者

公
金
の
運
用
に
つ
い
て

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

　
　
「
輪
島
塗
」
、
「
朝
市
」
を
拠

点
と
す
る
観
光
、
「
能
登
の
里
山
里

海
」
を
世
界
農
業
遺
産
と
し
、
輪
島

ら
し
い
強
み
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
発
展
性
や
方
向
性
の
取
組
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
後
期
基
本
計
画
で

は
、
本
市
に
お
け
るS

D
G
s

施
策
の

推
進
や
国
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
呼
応

す
る
地
域
に
お
け
る
「so

c
ie
ty

（
ソ

サ
エ
テ
ィ
）
5.0
」
の
推
進
な
ど
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
新
た
な

視
点
を
取
り
入
れ
、
漆
器
産
業
、
観

光
産
業
、
農
林
水
産
業
と
い
っ
た
本

市
の
基
幹
産
業
を
始
め
、
様
々
な
業

種
で
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ

タ
ー
・
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え
つ
つ
、

コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
生
活
・
生
産
様

式
ヘ
の
転
換
を
図
り
な
が
ら
魅
力
あ

る
地
域
資
源
を
輪
島
の
強
み
と
し
、

地
域
産
業
の
振
興
と
経
済
活
性
化
に

各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
輪
島
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基

づ
く
取
組
に
つ
い
て

　
　
　
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
の

取
得
に
対
し
て
、
耐
震
改
修
工
事
の

補
助
制
度
や
移
住
定
住
に
向
け
た
空

き
家
の
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
空
き
家
管
理
者
の
方
に
は
、
固

定
資
産
税
課
税
明
細
書
に
同
封
す
る

形
で
の
チ
ラ
シ
送
付
や
相
談
会
で
登

録
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、
利

活
用
可
能
な
空
き
家
の
確
保
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

下 

　 

善 

裕 

議
員

無

所

属

会
派 

勇
気

下

下

企
画
振
興
部
長

第
２
次
輪
島
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

古
坂

古
坂

古
坂

市
長



８

　
　
子
ど
も
の
感
染
も
増
え
て
い
ま

す
。
特
別
の
対
策
が
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
こ
の
度
、
市
内
の
小
中

学
生
に
も
感
染
が
確
認
さ
れ
、
感
染

の
低
年
齢
化
が
大
変
心
配
な
状
況
で

す
。 

　
子
ど
も
の
感
染
対
策
は
、
文
部
科

学
省
よ
り
、
そ
の
時
点
で
の
最
新
の

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的

対
処
方
針
」
を
受
け
対
応
し
て
い
ま

す
。 

　
新
た
な
変
異
株
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
同
様
、「
３
つ
の
密
（
密
閉

　
　
　
第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て

の
主
産
業
や
農
林
水
産
業
の
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
で
す
が
、
漆
器
産

業
の
生
産
額
目
標
を
50
億
円
と
し
、

観
光
入
込
客
数
を
１
６
０
万
人
に
す

る
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　
　
　
漆
器
産
業
に
つ
い
て
は
、
業

界
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
若
手
従

事
者
の
育
成
を
通
じ
た
担
い
手
確
保

や
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
開
発
、
販

路
拡
大
を
着
実
に
進
め
、
観
光
産
業

と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
振
興
を
図
り

ま
す
。

　
　
　
市
営
住
宅
へ
の
入
居
基
準
等

に
つ
い
て
で
す
が
、
10
年
以
上
も
見

直
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
況
と
合
致
し

て
い
な
い
の
で
再
検
討
す
べ
き
で
な

い
で
す
か
。

　
　
　
現
在
、
国
の
公
営
住
宅
法
及

び
施
行
令
に
世
帯
所
得
の
上
限
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　
　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
で
す

が
、
県
内
自
治
体
の
多
く
は
、
標
準

税
率
が
１
・
４
％
で
す
が
、
本
市
の

１
・
５
％
を
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
は
、

本
市
の
令
和
２
年
度
税
収
全
体
の

46
％
を
占
め
て
お
り
、
景
気
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
安
定
的
な
財
源

で
あ
り
ま
す
。 

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
軽
減
税
率
を

適
用
し
た
場
合
、
様
々
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
教
育
に
つ
い
て

空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
）」

の
回
避
や
人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
等
の
手
指

衛
生
、
換
気
等
が
重
要
で
あ
る
と
示

さ
れ
て
お
り
、
各
学
校
に
お
い
て
も
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
徹
底
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
家
庭
へ
も
感

染
症
予
防
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
、

メ
ー
ル
配
信
等
で
協
力
を
依
頼
し
て

い
ま
す
。

・
産
廃
処
分
場
の
建
設
問
題
に
つ
い

　
て

・
国
保
「
子
ど
も
の
均
等
割
」
軽
減

　
に
つ
い
て

・
特
別
支
援
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

・
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

・
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
保
育
士
な

　
ど
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

・
介
護
士
に
つ
い
て

・
第
２
次
輪
島
市
総
合
計
画
基
本
構

　
想
の
変
更
に
つ
い
て

他
の
質
問
項
目

他
の
質
問
項
目

ま
ち
づ
く
り
の
政
策
目
標

や
構
想
等
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

椿
原

市
民
生
活
部
長

鐙

鐙
　 

邦 
夫 
議
員

日
本
共
産
党

会
派 

日
本
共
産
党

椿
原
　
正
洋 

議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

教
育
部
長

市
長

椿
原

椿
原

市
長 市

民
生
活
に
つ
い
て

一般質問

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

令和４年第１回定例会



９

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
能
登
五
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

・
全
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合

　
議
会
運
営
委
員
会

・
本
会
議

・
全
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会

　
議
員
協
議
会

・
石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金

　
組
合
議
会

・
石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等

　
公
務
災
害
補
償
等
組
合
議
会

・
本
会
議

・
各
常
任
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
第
１
回
定
例
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
本
会
議

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会

　
議
員
協
議
会
・
定
例
会

・
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合

　
議
会
定
例
会

《
１
月
》

《
２
月
》

《
３
月
》

６
日

12
日

27
日

３
日

４
日

７
日

10
日

15
日

16
日

17
日

18
日

21
日

22
日

24
日

28
日

・
輪
島
市
穴
水
町
環
境
衛
生
施
設
組
合

　
議
会
定
例
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会

　
議
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会

　
議
員
協
議
会
・
臨
時
会

・
本
会
議

　４
日

24
日

25
日

28
日

30
日

輪島市議会　会派・委員会組織

会　派　名
特 別 委 員 会常 任 委 員 会

産業厚生
(8) (7)

公共施設等
調査総務文教

(7)
予算決算
(15)

古　坂

鐙
上　平
東　野
森 (正)
漆　谷
椿　原

門　前

鐙
坂　本
東　野
森 (正)
漆　谷
大　宮
玉　岡

古　坂

下

上　平
森 (裕)
西
一二三
椿　原

（全議員）　
椿　原
一二三

下

上　平
一二三
森 (正)
漆　谷
椿　原

　
◎
○
　

◎
○
　

◎

○

　

○
◎
　

○

　
◎

観光対策
(7)

門　前
下

坂　本
西
一二三
大　宮
玉　岡

○　

◎

議会報
(6)
古　坂
門　前

東　野
　西　
一二三
森 (正)

◎
○　

古坂　祐介
門前　　徹
下　　善裕
鐙　　邦夫

坂本　賢治
森　　裕一
一二三秀仁
漆谷　豊和
椿原　正洋

上平　公一
東野　秀人
西　　　恵
森　　正樹
大宮　　正
玉岡　了英

古坂　祐介
門前　　徹
下　　善裕
鐙　　邦夫
坂本　賢治

玉岡　了英

1
1
1
1
2

9

議　運
(6)

所 属 議 員代表者人
数

わじま無会派の会
市民派一馬力
勇　　　気
日本共産党
市　政　会

自民わじま

(◎印委員長、○印副委員長 )

　議会運営委員会委員に椿原 正洋議員、漆谷 豊和議員、下　善裕議員が、観光
対策特別委員会委員に、西　恵議員が就任しました。
　予算決算委員会委員長に椿原 正洋議員、総務文教委員会委員長に下　善裕議
員、公共施設等調査特別委員会委員長に漆谷 豊和議員、同特別委員会副委員長
に古坂 祐介議員、観光対策特別委員会副委員長に西　恵議員が互選されました。

委 員 会
組織変更



10

　 　 　 　
●賛否が分かれた議案及び請願 　その他の議案は全会一致で原案可決

議案番号 議決結果

自
民
わ

市

政

会

日
本
共
産
党

勇

気

市
民
派
一
馬
力

わ

無
会
派

会

玉
岡　
了
英 

椿
原　
正
洋 

大
宮　
　
正 

漆
谷　
豊
和 

森　
　
正
樹 

一
二
三
秀
仁 

西　
　
　
恵 

森　
　
裕
一

東
野　
秀
人

坂
本　
賢
治

上
平　
公
一

鐙　
　
邦
夫

下　
　
善
裕

門
前　
　
徹

古
坂　
祐
介

議案第２号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○は賛成、×は反対です。議長(西　恵)は採決に加わりません。

議　案　一　覧
議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

輪島市地域住民スクールバス利用条例の一部改正について

輪島市公民館条例の一部改正について

輪島市国民健康保険税条例の一部改正について

輪島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条
例等の一部改正について

輪島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

輪島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正について

愛のりバスの乗車料無料の対象を高校生以下に拡充するもの。

教育委員会生涯学習課の本庁舎への移転に伴い、中央公民館の位置を変更するもの。

保険税率等を見直すほか、未就学児に係る保険税の被保険者均等割を軽減する措置を講ずるもの。

関係省令の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、関係規定の整備を図るもの。

議案第24号

議案第25号

議案第26号

輪島市市営住宅条例の一部改正について

輪島市中小企業振興条例の廃止について

輪島市産業振興基本条例の廃止について

関係省令の一部改正に伴い、関係規定の整備を図るもの。

条例に基づく事業が終了しているため廃止するもの。

議案第29号

議案第30号

議案第31号

市道路線の認定について

市道路線の変更について

市道路線の廃止について

常盤７号線及び下矢徳２号線を新たに市道路線に認定するもの。

田町８号線、城兼1号線、小泉５号線及び黒島北浜5号線の道路延長を変更するもの。

河井山岸線、栄町・常盤線、錦川１号線、常盤１号線及び田町２号線を廃止するもの。

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
関する基準の一部改正に伴い、関係規定の整備を図るもの。

条例に定める基本理念及び基本方針を輪島市総合計画において策定し、並びに輪島市産業
振興審議会と同様の機能を有する輪島市総合計画審議会に審議会機能を統合することによ
り、一体的な産業振興を推進するもの。

その他（５件）

議案第27号 第２次輪島市総合計画基本構想の変更について
前回の策定から５年が経過したことから、社会情勢の変化に合わせ、基本構想の一部を変
更するもの

議案第28号 輪島市穴水町環境衛生施設組合規約の変更について
組合規約を変更するに当たり必要となる協議について、地方自治法第290条の規定により
議会の議決を必要とするもの。

議　決　結　果
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議　案　一　覧
専決処分の承認（１件）

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度輪島市一般会計補正予算（第８号））
歳入：国からの国庫支出金の増額
歳出：民生費

予算（19件）

議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第32号

令和４年度輪島市一般会計予算
令和４年度輪島市土地取得事業特別会計予算
令和４年度輪島市臨海土地造成事業特別会計予算
令和４年度輪島市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
令和４年度輪島市国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）予算
令和４年度輪島市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度輪島市介護保険特別会計予算
令和４年度輪島市水道事業会計予算
令和４年度輪島市下水道事業会計予算
令和４年度輪島市病院事業会計予算
令和３年度輪島市一般会計補正予算（第９号）

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

令和３年度輪島市臨海土地造成事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度輪島市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

令和３年度輪島市国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）補正予算（第１号）

令和３年度輪島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和３年度輪島市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度輪島市水道事業会計補正予算（第１号）

令和３年度輪島市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和３年度輪島市病院事業会計補正予算（第１号）

歳入：国からの交付金の増額等
歳出：議会費、総務費、民生費、農林水産業費、商工費、土木費、消防費、教育費、災害復旧費等

事業費の確定（1,654万1,000円減）

事業費の確定（１億1,931万円増）

事業費の確定（272万2,000円減）

事業費の確定（833万7,000円増）

事業費の確定（974万1,000円増）

事業費の確定（1,200万5,000円減）

事業費の確定（5,500万円減）

事業費の確定（350万円減）

条例（15件）

議案第12号

議案第13号

輪島市水道事業及び下水道事業経営審議会条例の制定について

輪島市個人情報保護条例の一部改正について
輪島市水道事業及び下水道事業経営審議会を附属機関として設置するもの。

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、関係規定
の整備を図るもの。

輪島市中小企業振興対策委員会及び輪島市産業振興審議会の廃止並びに輪島市水道事業
及び下水道事業経営審議会の設置に伴い、関係規定の整備を図るもの。

議案第14号

議案第15号

輪島市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
非常勤職員の育児休業及び育児時間の取得要件を緩和するもの。

消防団員及び水防団員に係る報酬等を見直し、処遇改善を図るもの。

議案第16号

議案第17号

輪島市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

輪島市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例及び輪島市水防団の設置に
関する条例の一部改正について

救急医療等の業務に従事するため、待機を命ぜられた職員の特殊勤務手当を定めるもの。



12

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

一
二
三
秀
仁

森
　
　
正
樹

西
　
　
　
恵

東
野
　
秀
人

門
前
　
　
徹

古
坂
　
祐
介

　

春
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
は
い
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
、
一
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
方

の
御
尽
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
効
果
や
新
薬
の
開
発
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
ず
、
若
干
様
相
が
変
わ
っ
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
ま
で
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
の
よ
う
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
３
月
に
は
待
望
久
し
か
っ
た
輪
島
塗

の
粋
を
集
め
た｢

夜
の
地
球｣

が
完
成
し
、
本
市

の
魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立

は
難
し
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
議

員
は
市
民
の
皆
様
方
が
希
望
を
持
っ
て
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
課
題
や
要

望
を
反
映
す
る
べ
く
提
言
、
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

本会議の生中継・映像は輪島市ケーブルテレビ、市議会のYouTube チャンネルで
見ることができます。

また、Facebook でも情報を
発信しておりますのでご覧ください。

輪島市議会

YouTubeFacebook

●次の定例会は６月です●

議会ニュース議会ニュース

　
車
椅
子
席
を
５
席
も
う
け
、
車

椅
子
用
の
昇
降
機
を
設
置
し
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方

の
た
め
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
階
段
の
段
差
を
少

な
く
し
、
手
す
り
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
児
童
・
乳
幼
児
が

傍
聴
席
に
入
る
と
き
に
は
議
長
の
許

可
が
必
要
で
し
た
が
、
児
童
・
乳
幼

児
を
つ
れ
て
傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
も
し
泣
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

一
旦
傍
聴
席
の
外
に
出
て
い
た
だ
く

な
ど
、
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

傍
聴
席
の

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

傍
聴
規
則
を

　
　
　
見
直
し
ま
し
た

◇
児
童
・
乳
幼
児
を
つ
れ
て

　
傍
聴
で
き
ま
す

　
動
物
を
連
れ
て
い
る
方
は
傍
聴
室

に
入
場
で
き
ま
せ
ん
が
、
身
体
障
害

者
補
助
犬
を
同
伴
さ
れ
て
い
る
場
合

は
傍
聴
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
ま
し

た
。

◇
身
体
障
害
者
補
助
犬
を

　
同
伴
し
て
傍
聴
で
き
ま
す

　
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
が
手
話
通

訳
者
や
要
約
筆
記
者
を
同
伴
し
て
傍

聴
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。

◇
手
話
通
訳
者
の
方
を
同
伴

　
し
て
傍
聴
で
き
ま
す


